
島
津
齊
彬

は
維
新
の
大
事
業
に
先
ち

我

今
日
の

明
の
先
驅
と
し
て
種
々
な
方
面
か
ら
西
洋
の
事
を
研
究
な
さ
れ
た

の
で
あ
る
其
御
研
究
は
總
て
大

御
念
入
で
有
つ
た
が
其
の
當
時
は
家
臣
共
さ
へ
御
思
召
が
能
く

ら
な
か
つ
た
そ
う
で
す
然

る
に
今
日
に
爲
つ
て
見
れ
ば
御
先
見
の

は
唯
々
驚
き
入
る
の
外
は
な
い

ほ
ん
の
一
寸
し
た
こ
と
で
す
が
今
日
の
我

の
國
旗
と
爲
つ
て
居
る
日
の
丸
の
旗
も
同

の
御
考
案
で
出
來
た
の
が
始
ま
り
だ
と

の
こ
と
で
す
時
の
御
老
中
阿
部
伊
勢
守
か
ら
軍
艦
に
立
て
る
旗
に
就
て
齊
彬

へ
御
相
談
致
さ
れ
た
處
が
夫
れ
は
日
の
丸
が
宜

ろ
し
か
ら
う
私
が
雛
形
を

ら
せ
て

ぜ
ま
せ
う
と
仰
せ
ら
れ
て
藩
士
の
肥
後
喜
左
衞
門
と
い
ふ
人
に
命
じ
て
御

ら
せ
に
爲

つ
た
こ
れ
に
就
て

の
歌
が
有
る

日
の
み
は
た
か
ゝ
や
く
御
世
に
な
ら
ん
と
は

は
や
く
も
し
り
て

さ
た
め
ま
し
け
ん

此
の
日
章
旗
の
事
は
市
來
四
郞
氏
が
詳
し
く

べ
て
書
き
留
め
て
置
か
れ

た
と
云
ふ
話
で
あ
る

ま
た
本

で
蒸
汽

を
始
め
て

つ
た
の
も
齊
彬

で
あ
る
是
れ
は
嘉
永

島
津
齊
彬

と
玻
璃
製

黑
田
淸
輝　
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の
初
年
の
事
で

の
久
見
崎
と
い
ふ

で
組
み
立
て
ゝ
御

奉
行
の
長
崎
勘
介
と
い
ふ
人
が

州

を
經
て
江
戶
へ
廻
航
し

た
此
の
時
の
航
海
に
は
長
崎

長
は
餘

苦
心
し
た
そ
う
だ
さ
て
其

が
品
川
に
着
た
時
の
見
物
人
は
大
し
た
も
の
で
水
戶
の

老

な
ど
も
來
ら
れ
た
そ
う
で
あ
る

齊
彬

は

寫

を
も
御
硏
究
な
さ
れ
た
惜
し
い
事
に
は
其
の
種
板
な
ど
が
一
枚
も
今
殘
つ
て
居
る
こ
と
を
聞
か
な
い
然
し

立

に

功
し
た
そ
う
だ
此
寫

に
就
て
は
大
鳥
圭
介
男
に
も
人
を
以
て
御

ね
が
有
つ
て
同
男
よ
り
蘭
書
に
記
載
し
て
有

る
こ
と
ゝ
同
男
自
身
の
經
驗
と
を
詳
し
く
申
上
た
す
る
と
其
の
後
一
枚
の

が
出
來
上
つ
た
其

は
中
々
鮮
明
で
あ
つ
た

そ
う
だ
此
の
時
の
寫

と
い
ふ
の
は
銀
の
板
に
水
銀
を
燻
し
掛
け
て
寫
す
の
で
あ
つ
た
是
等
は
大
鳥
男
か
ら

接
に
聞
た
の
で

あ
り
ま
す

島
津
久
光

は
世
間
一
般
人
が
能
く
記

し
て
居
る
が
却
て
齊
彬

は
他
國
の
人
は
知
ら
な
い
や
う
だ
是
れ
は
久
光

は
維
新

の
際
に
御
骨
折
に
な
つ
て
齊
彬

は
其

に
御
隱
れ
に
爲
つ
た
か
ら
だ
ら
う
と
思
ふ
齊
彬

が

の
太
守
に
爲
ら
れ
た
際
に

故
大
久
保
一

氏
が
御
政
治
の
御
相
談
相
手
に
爲
る
や
う
な
人
物
が
御
坐
り
ま
す
か
と
御

ね
申
上
げ
た
處
が
家
來
の
中
に
人
物

が
無
い
に
は
困
り
入
る
然
し
幸
に
弟
の

防（
久
光

）は
學
問
が
有
つ
て
大
き
に
話
相
手
に
な
り
ま
す
と
仰
ら
れ
た
久
光

は

殊
に
御
晩
年
に
は
始

御
書
見
ば
か
り

さ
れ
た
齊
彬

が
西
洋
の

明
に
御

意
な
さ
れ
て
色
々
な
事
を
御
硏
究
な
さ
れ
た
の

は
唯
の
物
好
き
と
云
ふ
や
う
な
云
は
ゞ
慰
み

と
云
ふ
の
で
は
無
か
つ
た

く
憂
國
の
念
慮
か
ら

さ
れ
た
或
る
時
江
戶
詰

の
家
老
島
津
登
と
云
ふ
人
に
命
じ
て
臺
灣
に
牛
皮
大
の
借
地
を
し
た
い
と
い
ふ
こ
と
を
支

政
府
へ
掛
合
を
付
け
る
や
う
に
幕
府

へ
申

め
と
仰
越
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
此
時
の
口
實
は
領
內
の
漁
民
が
間
々
臺
灣
地
方
へ
漂
流
す
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
其
れ
等
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へ
薪
水
を
給
す
る
爲
め
と
云
ふ
の
で
あ
る
が
御
志
の
大
な
る
こ
と
は
窺
は
れ
る

春
嶽

が
御
訪
問
な
さ
れ
た
時
に
世
界

地
圖
に
向
つ
て
日
本
の
領
土
の
狹
隘
に
し
て
殖
民
地
の
必

あ
る
こ
と
を
御
物
語
有
つ
た
そ
う
だ

私
が
極
小
さ
い
時

に
母
に
連
れ
ら
れ
て
磯
と
い
ふ

の
製

場
を
見
に

た
こ
と
を
今

か
に
記

し
て
居
る
第
一
非
常
に

大
き
な
大

が
澤
山
有
つ
た
の
に
驚
い
た

其
處
に

子
製

紡
績
等
の
工
場
が
有
つ
た
や
う
に
覺
え
て
居
る

の
話
に
木
材

を
截
斷
す
る
機
械
も
有
つ
た
そ
う
だ
皆
水
力
を
利
用
し
た
の
で
有
る

嘗
て
故
川
村
伯
が
私
に
語
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
或
る
時
齊
彬

が
磯
で
製

し
た
る
玻
璃
器
を

伯
に
贈
ら
れ
た
と
こ
ろ
が

伯
は
其
精
巧
な
る
に
驚
い
て
此
の
製

に
就
て
は
和
蘭
人
で
も
御
雇
ひ
な
さ
れ
し
や
と
御

ね
申
た
其
處
で
齊
彬

は

笑
な

さ
れ
て
江
戶
の
神
明

の
者
を
連
れ
て
歸
り
ま
し
た
と
の
御

答
で
あ
つ
た
の
で

伯
は
其
餘
り
意
外
な
る
に
開
い
た
口
が
塞

が
ら
ず
と
云
ふ
體
で
あ
つ
た

此
の

子
製

の
こ
と
を
少
し
詳
し
く
知
り
た
い
も
の
と
思
つ
て
三
年
町
の
島
津
家
に
居
ら
れ
る
寺
田
弘
氏
に
依
賴
し
て
古
記

錄
を

べ
て
貰
つ
た
卽
ち
左
の
一
篇
は
寺
田
氏
か
ら

つ
て
來
た
も
の
で
市
來
廣
貫
と
い
ふ
人
の
記
錄
で
あ
る

紅
色

羅
斯
製
煉
御
開
ノ
事

紅
色

羅
斯
銅
粉
ヲ
以
テ
殷
紅
色
ヲ
發
シ
タ

ル
モ
ノ

燈
ニ
用
ユ
ル
紅
色

及
ビ

明
紅
色

羅
斯
黃
金
ヲ
以
テ

明
ノ

紅
色
ヲ
發
ス
ル
モ
ノ
嘉
永
四
年
辛
亥
ノ
夏
工
人
四
本
龜

郞
四
本
ハ
江
戶
源
助

町
ニ
生
レ
幼
年
ヨ

リ

子
工
ニ
從
事
シ
タ
リ
ト
云
フ
當

時
江
戶
ニ
於
テ
ハ
有
名
ノ
工
人
ナ
リ
ニ
命
ゼ
ラ
レ
創
製
セ
ラ
レ
タ
リ

是
ヨ
リ
先
キ
弘

三
年
丙
午
ノ
秋
鹿
兒
島
中
村
騎
射
場
趾
ニ
製
藥

館
ヲ
創

セ
ラ
レ
專
ラ
醫
藥
製
煉
ヲ
開
カ
レ
タ
リ
製
煉
ノ

ハ

羅
斯
器
必
用
ナ
ル
ガ
故
四
本
ナ
ル
者
ヲ
江
戶
ヨ
リ
雇
入
ラ
レ

製

竈
ハ
製
藥
局
ノ

傍
ニ

設
シ
テ
硏
究
數
月
ニ
亙
リ
數
百
囘
ノ
試
驗
ヲ
經
テ
紅
色
ヲ
發
ス
ル
ニ
至
レ
リ
其
紅
色
藥
ハ
宇
宿
彥
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右
衞
門
中
原
尙
介

ビ
廣
貫
等
洋
書
ニ
基
キ
工
人
ニ
示
シ
テ
製

セ
シ
メ
タ
リ
其
色
澤
殷
紅

明
種
々
ノ
器
皿
ヲ
製

ス
ル
ニ
ハ

紅
ヲ
素
色
ト
シ
靑
黃
白
紫
ヲ

錯
シ
琢

シ
テ
各
色
ヲ
顯
ス
頗
ル
美
麗
ナ
リ
當
時

ノ
紅

ビ

ド
ロ子

ト
都
鄙
讚
賞
セ
リ
而
シ

テ
後
チ
種
々
ノ
器
物
製

ヲ
命
ゼ
ラ
レ
將
軍
家

ビ
諸
侯
方
ヘ

セ
ラ
レ
後
は
御

ニ
應
ジ
製

シ
其
利
ヲ
得
ル
ニ
至
リ

久
シ
カ
ラ
ズ
シ
テ
創
製
ノ
費
ヲ
償
ヒ
タ
リ
後
チ
安
政
三
年
丙
辰
ノ
春
製

ヲ
集

館
ニ

サ
レ
一
層

大
ニ
製

セ
リ

デ

水キ
リ
ス
タ
ル

晶

羅
斯
ノ
製

ヲ
開
キ
諸
酸
類
ニ
堪
フ
ベ
キ
藥
壜

ハ
板

羅
斯
ノ
製

ヲ
モ
開
ク
ベ
キ
旨
モ
命
ゼ
ラ
レ
タ
リ
之
レ
亦

日
本
ニ
於
テ
開
基
ノ
業
ニ
シ
テ
開
物
ノ
端
緖
ト
謂
ベ
シ

因
ニ
記
ス
紅
色

羅
斯
ノ
製
煉
ハ
海
內
ノ
創
初
ナ
リ
シ
故

ノ
紅
ビ
イ
ド
ロ
ト
唱
ヘ
有
名
ノ
產
ト
ナ
レ
リ

後
明
治
五
年

九
州
御

幸
ノ
際
大
山
縣
令
綱
先
ニ
製
シ
タ
ル
菓
子
皿
一
ト
重
ヲ
獻
ジ
タ
リ
シ
ニ
賞
受
シ
玉
ヒ
後
宮
內
省
ヲ
リ
蓋
物
三
組
ノ

御
誂
ア
リ
廣
貫
當
時
開
物
會
社
ヲ
設
立
シ
先

ノ
御

業
百
工
製

ヲ
開
キ
タ
リ
シ
故
御
誂
品
製

セ
シ
メ
獻

セ
リ
是

レ
明
治
五
年
十
二
月
ノ
コ
ト
ナ
リ
キ
或
ハ
其
時
ヨ
リ
舟

舷
燈
ヲ
用
フ
ベ
キ
ヲ
命
ゼ
ラ
レ
紅
靑
ノ
舷
燈
用
ノ

子
板
ヲ
製
シ
テ

賣
販
ス
大
ニ
縣
內
ノ
辨
利
ト
ハ
ナ
レ
リ
是

ク

ノ
賜
ト
云
フ
ベ
シ

集

館
ハ
反
射
竈
製
鐵
鎔
鑛
爐
大
小

鑚
開
臺
鋼
鐵
製

場
等
ノ
在
ル

ナ
リ
其
中
ニ
設
ケ
タ
ル

羅
斯
製

竈
ハ
左
ノ
如
シ

紅

羅
斯
製
煉
竈
四

二

ハ
殷
紅
色
竈
卽
チ
現
今

舶
ノ
舷
燈
ニ
用
ル
紅
色
ナ
リ
銅
粉
ヲ
以
テ
紅
色
ヲ
發
ス

ル
法
ナ
リ
二

ハ

明
紅
色
竈
卽
チ
黃
金
ヲ
以
テ
紫
金
ヲ
製
シ
紅
色
ヲ
發
ス
ル
法
ナ
リ

水
晶

羅
斯
製

竈
一
「
キ
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス
」

水
晶

子
ト
モ
唱
フ

板

羅
斯
製

竈
一

羅
斯
製

竈
大
小
數

ノ
羅
斯
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子
の
製

は
右
の

な

第
で
あ
る
此
の
外
齊
彬

の
御
施
設
の
諸
製

の
重
な
る
も
の
は

に
も
一
寸
話
の
出
た

を

始
と
し
製
鐵
鑄

電
信
機
地
雷
俄
斯
燈
綿
火
藥
等
一
々
數
へ
切
れ
ぬ

馬
匹
の
去
精
法
な
ど
ま
で
も
試
驗
せ
ら
れ
た

昨
年
母
が
歿
し
ま
し
て
其

物
の
中
に
磯
の
製

に
係
る
九
個
の
玻
璃
器
が
有
り
ま
し
た
か
ら
參
考
の
爲
め
今
其
寫

を
此
に

揭
げ
て
置
き
ま
す

 

『
光
風
』一
二 

明
治
三
八
年
七
月

『
光
風
』一
二 

に
は
本
文
献
の
挿
図
と
し
て
黒
田
に
よ
る
島
津
斉
彬
の
肖
像
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
こ
の
作
品
は
現
在
尚
古
集
成
館
の
所

蔵
と
な

て
い
る

本
文
献
中
に
引
用
さ
れ
る
「
紅
色
瓦
羅
斯
製
煉
御
開
ノ
事
」
は

島
津
斉
彬
に
薬
園
庭
方
役
と
し
て
仕
え

そ
の
科
学
的
諸
策
を
実
施
す

る
中
心
人
物
で
あ

た
市
来
四
郎
（
広
貫 
一
八
二
八

一
九
〇
三
年
）
が
編
纂
し
た
『
斉
彬
公
史
料
』
か
ら
の
抜
粋
で
あ
る

同
史
料
に
つ
い
て
は

鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ

黎
明
館
『
黎
明
館
企
画
特
別
展 

摩
切
子
』
図
録
（
平
成
一
六
年
一
〇
月
）
を
参
照
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